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2001 年 8 月時点で、米国NIH により認
証されたヒトES細胞株の数を示すNIH 
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Cloning and Human Dignity」 を、
2004年１月に幹細胞研究に関する
「Monitoring Stem Cell Research」
を、３月には生殖補助医療に関



















　EU においては 2000 年 の報
告「The Ethical Implications 
of Research Involving Human 
Embryos」 や 2003 年 の
「Commission Staff Working Paper: 
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